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本日の内容

1. 加齢による身体機能の変化

2. 身体障害者の加齢変化と対応

3. 障害者支援と高齢化対策

4. 産業医と両立支援
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「正月（門松）は冥途の旅の一里塚、めでたくもあり目でなくもなし」

障害者の雇用の現状と課題

年齢（歳）

一休宗純禅師
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●加齢・・・生まれてから死ぬまでの全生涯の変化

●老化・・・成長がピークに達した後の退行期の変化
（細胞の老化、臓器の老化）

老化の4原則（Strehler）：普遍性、内在性、進行性、有害性

老化による生体機能の一般的変化
・予備力（ストレス耐性）の低下
・恒常性維持機能の低下
・防御機能の低下
・回復力の低下
・適応力の低下

老化の出現順序：運動器系＞視覚＞聴覚＞内臓機能・・・
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●老年学（医療保険）
高齢者・・・・・・65歳以上
前期高齢者・・65歳～74歳
後期高齢者・・75歳以上
超高齢者・・・・85歳以上（or 90歳以上）

●労働安全衛生法
中高年齢者・・45歳以上
高年齢者・・・・55歳以上

●道路交通法
70歳以上…高齢者講習、高齢者運転標識

高齢者の定義
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Saeki, et al: J Occup Rehabil 11:299-307, 2001

ポリオ罹患後、30～40年後に生じる新たな筋力低下
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令和６年 労働災害発生状況について 厚生労働省より
https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/001496729.pdf

19.1%
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高年齢労働者における事故の型別労働災害（死亡・休業4日以上）発生割合

松垣, 松田, 佐伯: 高年齢労働者の体力向上-労働災害予防の観点から. 産業医学ジャーナル 44, 2021
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事業所での転倒災害（n=414）

1年間での転倒災害の有無

事業所 有効回答率 13.2%（414/3,131）

医療・福祉
44.9%

製造業
20.3%

公務
6.3%

サービス業
4.6%

建設業 4.1%

運輸業,郵便業 3.6%

卸売・小売業 2.7%
教育・学習支援 3.4%

その他
10.1%

回答の内訳

職種別 ※回答数が10以上

公務 25/26（96%）
卸売り・小売り 10/11（91%）
運輸・郵便 12/15（80%）
サービス業 14/19（74%）
建設業 11/17（65%）
製造業 38/84（45%）
医療・福祉 42/186（23%）

あり
182
44%

なし
232
56%
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高齢化対策

就業能力

作業負荷

労働者の体力や身体能力を向上
作業負荷量を調整（適正配置）

佐伯他：産業医学とリハビリテーション医学の接点．産業医学ジャーナル43: 90-95, 2020
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佐伯他：産業医学とリハビリテーション医学の接点．産業医学ジャーナル43: 90-95, 2020

年齢
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労働者に対する個別運動指導の効果検証

• Matsugaki, Saeki et al. Effects of a Physical Therapist Led Workplace Personal-Fitness Management Program for 
Manufacturing Industry Workers: A Randomized Controlled Trial. J Occup Environ Med. 2019;61(11):e445-e451. 

• 松垣, 松田, 佐伯: 高年齢労働者の体力向上-労働災害予防の観点から. 産業医学ジャーナル 44, 2021

CS-30
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就労障害者の健康管理

17

• 新規雇用重視、職場定着や加齢の影響は軽視されてきた。

• 障害者の体力維持・合併症予防が課題である
＝ 健常者の高齢化したときに直面する課題

↓
• 障害者の職場適応（障害者の産業医学）

↓
• 障害管理（Disability management）

伊藤、佐伯他：就労障害者の健康管理．総合リハ43，2015
佐伯：障害者の雇用と職場適応、総合リハ30、2002
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障害管理（ポリオ検診）

青柳、佐伯他：ポストポリオ症候群のリハビリテーションと障害管理．Jpn J Rehabil Med 52, 2015
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産業医

労働安全衛生法によって選任が義務付けられている（従業員巣50名以上の事業場。
1000名以上あるいは有害業務に500名以上従事する事業場には専属産業医を選任）。
従業員の安全と健康を守る。

健診・事後措置指導

健康教育・労働衛生教育

職場巡視

作業環境管理

メンタルヘルス・復職面談

安全衛生委員会

三管理

健康管理

作業管理

（作業）環境管理
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適正配置（FITNESS FOR WORK）

安全・衛生

Health & safety

生産性・雇用
Productivity & employment

産業医
（Occupational Health Physician）

就業能力
Work ability 作業負荷

Work load
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医 療 職 場

家 庭

両立支援に関わる皆の困りごとと対策

治療内容・障害？
予後・再発？
安全配慮？

職場・社会のこと
は、わからない

作業内容？
配慮内容？
社会制度？

相談窓口？
手続き・制度？
生活費・医療費？

病気・生活・仕事
どうすればいいの

病気のことは
わからない

患者
労働者

厚生労働省 治療と職業生活の両立等対策事業脳血管疾患作業部会（豊田章宏, 佐伯 覚, 橋本洋一郎）.

症状や障害の
相互理解 適切な配慮と周知

情報共有と信頼関係の
構築が最も重要

普段からの作業内容の
見直しや風土づくりメンタルヘルスの問題は，

どの疾病にも共通と認識

安全で安定した復職の
ために，情報共有を

第３３回職業リハビリテーション研究 ・実践発表会

22



両立支援のイメージ
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まとめ

• 雇用面だけでなく、障害者側の職場適応という観点から、健康
管理を含め作業や環境までに配慮し、就業能力を高めていく必
要がある。

• 障害者は疲労しやすく、就業能力が低いともいわれるが、この
ような職場適応の問題は健常者が高齢化した時にも直面する課
題である。この問題を先送りにすることなく、積極的に取り組
むべきことで、労働現場の高齢化対策につながっていく。
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